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                        【お問い合わせ】 先進電気推進飛行体研究センター 教授 岩熊成卓 

                                                 TEL：092-802-3655 

Mail： shokuin.e-aircraft@sc.kyushu-u.ac.jp 

電気推進システム構成図 

次世代電動航空機向け 400kW 級全超電導モータの回転試験に世界で初めて成功 

航空機への CO₂削減要請は非常に厳しいものであり、2050 年までに CO₂排出量実質ゼロという

目標が策定されました。航空機の高効率化を目指し、ガスタービンと発電機で発電した電力で、

モータを駆動してファンを回し推進力を得る、次世代航空機の開発が国内外で進められています。

九州大学先進電気推進飛行体研究センターでは、経済産業省主導の NEDOプロジェクトを受託し、

企業・国研と連携して、次世代航空機の実現を目指し、超電導技術を使った高効率かつ高出力電

動推進システムを開発しています。 

従来のモータに比べて、超電導化すると細い超電導線を巻いた巻線と無鉄心化により、同じ大

きさで重量 1/10、出力 2倍にできますが、超電導線は交流運転下では超電導特有の交流損失が発

生してしまいます。開発グループでは、これまで超電導線の交流損失予測、低減および大電流容

量化技術の開発を進めており、これらを適用することで、回転機の界磁巻線だけでなく電機子巻

線まで含めた全てを超電導化した全超電導モータを開発し、液体窒素をポンプで循環させる冷却

システムと組み合わせて、世界で初めて回転試験に成功しました。 

今回の結果は、次世代航空機の実現に向けた大きな成果であり、引き続き実用化に向けた開発

を進めるとともに、同システムの空飛ぶクルマへの適用も目指していきます。 

なお、この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の委託業務

の結果、得られたものです。 

研究者からひとこと： 

開発では、関係者の皆様

の協力のもと、航空機の

電気推進化に向けて非常

に大きな一歩を踏み出す

ことができました。 
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